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ソーシャルメディアを使っ
た外国語教育
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金沢大学 山田政寛（やまだ まさのり）
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山田政寛（やまだまさのり）
• 金沢大学 大学教育開発・支援センター 准教授, 

Ph.D

• 教育工学、特に協調学習支援に関する研究をし
ています

• CMCを使った協調的外国語環境の設計

• BEATでは外国語教育に関するプロジェクトに従
事していました

いろんなソーシャルメディア
ソーシャルメディアを使った外国語教育で
考えるべきコト

第二言語習得の認知プロセス支援

インフォーマル
コミュニケーションの支援

第二言語習得の認知プロセス支援

第二言語習得の3要素

インプット
(Krashen, 1985)

アウトプット
(Swain, 1995など)

インタラクション
(Long, 1981など)
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第二言語学習の認知プロセス(Ellis, 1986, 村野井, 2006)

インプット

気づかれたインプット

理解されたインプ ト理解されたインプット

インテイク

中間言語知識

アウトプット

第二言語学習の認知プロセス(Ellis, 1986, 村野井, 2006)

気づかれたインプット

理解されたインプ ト理解されたインプット

インテイク

中間言語知識

インタラクションでの支援ポイント

インフォ マルインフォーマル
コミュニケーションの支援

インタラクションをどう活発化させるか

真面目なお勉強の話ばかりではイン
タラクションは活発にならない

インフォーマル・コミュニケーションの
支援

たとえば松田ら (2005)

社会的存在感(Short et al, 1976)

「使用しているコミュニケーションツールに
おいて、コミュニケーション中に感じる相
手の存在感の程度」手の存在感の程度」

しかし、情報技術の発展や研究者の立場などで
見方が変わり、様々な社会的存在感概念が出て
きている(山田・北村, 2010)

代表的な
研究者

重視する点
測定の
指針

定義

Shortら メディアの
特性

受容する
もの

他者との相互作用において（受容さ
れる）他者の顕現性(Salience)の程

度、またその（相互作用の）結果とし
て起こる対人関係の顕現性の程度
(Short et al, 1976)

Gunawardena
媒介しているコミュニケーションにお
いて相手を「現実に目の前にいる」Gunawardena, 

Tuら
相互作用の状態と
その学習者の認識

いて相手を「現実に目の前にいる」
と感じられる程度(Gunawardena and 
Zittle, 1997)

Garrisonら 学習者の能
力・行為

表現する
もの

使用しているコミュニケーション媒体
（非同期が前提）を通じて、探求の
共同体(Community of Inquiry)にお

いて実際にその場にいる人間のよう
に社会的に、且つ感情的に自己投
影できる能力(Garrison et al, 2000)
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社会的存在感を引き上げるポイント

• 自己開示
• 仲間のような感覚

• ニックネームで呼び合う
• 挨拶、感謝の表現
• グループメンバーの発言を引用する
• 絵文字の利用

など

Garrison et al, 2003 Yamada, 2009

ソーシャルメディアを使った学習で考
える点
• 何を目標とするのか

• 本気でやるまでの接続点 or マスタリー

• 継続的なコミュニケーションのために

• 仲間意識、コミュニティーの所属感(Sence of 
Community)をどう高めるかCommunity)をどう高めるか

• 相手との立場、心理的距離感をどう考えるのか（e.g, 
Lee, 2002）

• 学習・認知プロセスの支援をどうするか

• 「ガチガチ」の学習をさせない意識やデザイン

• とはいえ「ダラダラ」させない仕組みもいる

最後になりますが

・山内祐平（編）
・4章 第2言語習得での活用を
担当
社会認知的アプロ チによるＣ・社会認知的アプローチによるＣ

ＭＣ利用の実践など
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